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パ
グ
ダ
ッ
ド
鐡
道
問
題
へ

:
:
林

毅

陸

油

歐
洲
人
の
所
爾
東
方
卽
ち
土
耳
其
方
面
に
於
て
、獨
逸
於
最
近
に
至

6

非
常
に
勢
力
を
張
る 

に
至
れ
る
は
、實
に
國
際
政
局
上
の
大
現
象
な

6

。
獨
逸
統
一
に
偉
勳

I:
'

擧

げ

し

夫

の

名

將

モ
 

'

ル
ト
ヶ
は
一
八
四
一
年
君
士
坦
丁
堡
に
於
け
る
所
感
を
記
し
て

日
く
、

『

±

瓦
其
全
國
は
露
西

SI 

佛
蘭
西
及
英
吉
利
の
勢
力
の
下
に
在
み
ノ
。
獨
逸
の
勢
力
に
就
て
は
如
何
な
る
形
跡
を

S

發
見 

す
る
を
得
ず

』

と
。
當
脖
獨
逸
は
末
だ
銃
一
せ

-
ら
れ
ず
。
有
名
無
實
の
獨
逸
聯
邦
は
國
際
上
に 

殆
ど
存
在
を
認
め
ら
れ

3'
'

6

し
な

6

。
亦
何
の
勢
力
を
か
有
す
る
を
得
ん
。
次
で
獨
逸
統
一

の
成
る
や
、新
帝
國
は
始
め
専
ら
統
一
の
業
を
維
持
す
る
に
努
め
、外
交
に
龄
て
は
唯
佛
籣
西
を 

孤
立
と
爲
し
て
其
の
復
警
を
防
ぐ
に
腐

V

3
し
杧

6

0

ー
八
七
五
年
ボ
ス
コ
.ア
及
へ
ル
ツ
エ
ゴ 

グ
ィ
ナ
ニ
州
に
於
け
る
叛
亂
の
杧
め
東
方
問
題
の
大
破

.
裂
を
來
し
、英
露
衝
突
を
促
し
、局
西
益 

々
紛
糾
せ
ん
と
す
る
や
、ビ
ス
マ
ル
ダ
は
日
く
、

『

東
方
問

•
題
は
•ホ

メ
ラ
ニ
ア

の
一
兵
卒
を
殺
す
の

. 

,

r

グ.
V

ツ
.ド徵
道
問
題

 

三八七



.

バ.
.
'グ
ダ
•

ッ
ド
‘

嘆
-

道
問
•

題
： 

.三八
'

價
値
を
だ

S

有
せ
ず

』

i

o

叉
此
塒

.の
事
件
の
局
を
結
べ
る
伯
林
公
會
の
席
上
に
於
て
名
、彼
は 

『

獨
逸
は
何
等
獠
接
の
利
益
に
依
つ

て
東
方

事
#

と
相

關
係

す
る
こ
と

無
し

』

と
語

6

fc

る
t 

I
 

ぁ
6

。
實
に
約
三
十
年
以
前
ま
で
は
、獨
逸
は
東
方
を
以
<全
然
利
害
關
係
以
外

の

地
i
爲

し
、
 

唯

靜
に
他
國
の
競
爭
眺
礫
を
傍
觀
し
杧

る
な

6

。
而
し
て
偶
之
に
關
係

す
る

名
、ビ

ス
マ
ル
グ 

自
身
に
言
へ

る
於

如
く
、『
關
係
者
間

に
立
ち
て
正
直
な
る
伸
買
人
杧
る
の

任
を
盡
す

』

に
止
ま

-CN

 

杧
る
な

6

。

然
る
に
今
や
獨
逸
は
土
洱
其
に
絕
大
な
る
勢
カ
を
扶
植
し
、東

方
問
題
に
於
け

る 

有
力
な
る
關
係

者
と
な

6

、先
進
の
英
露
佛

を
し

て
殆
ど
後
へ

に

瞠
若

^

ら
し
め
ん

i

す
。

形 

0
の
變

、斯

く
名
速
に
且
大

な
る
は

^

上
極
め
て
稀

U

見
る
所
な

A

-o

獨
逸
於
土
耳
其
に
勢
力
を
扶
植
せ
し
第
一
着
手
は
、一
八
八
ニ
年
十
二
名
の
獨
逸
士
官
の
土 

茸
其
に
聘
用
せ
ら
れ
女

る

事
な
.
る

べ

し
0

此
頃
ょ

6

獨
逸
人
は
大
な
る
注
意
を
土
茸
其
に
拂 

ひ
リ
3 1

都
亞
*

を
以
て

^

逸
の
植
民
地

^

ら
し
む
ベ
し

i

«
ふ

る

者

現

は

る

、
に
至

'

 

6

。
 

而
し
て
獨
逸
外
交
家
は
土
茸
其
舣
各
種
の
問
題
に
於
て
英
露
双
方
ょ

6

苦
め
ら
れ
つ
、
ぁ
る 

に
乘
b

、好
意
を
土
耳
其
に
示
し
、土
茸
其
の
眞
友
は
唯
獨
逸
の
み
と
稱
し
つ
ゝ
其
の
歡
心
を
買 

ひ
、以
て
徐
々
に

.

其
地
步
を
開
拓
せ

6

0

其
の
最

^

顯
著
な
る
例

»

、
j

八
九
八
年
ク
リ
ー
ト
總

41

督
と
し
て
希
臘
王
子
を
推
す
事
に
關
し
獨
逸
於
連
合
運
動
上

6

離
れ
女
る
事
、旅
に
之
に
引
續 

け
る
獨
逸
皇
帝
の
土
耳
其
訪
問
に
し
て
、バ
ダ
ダ
ッ
ド
鐵
道
敷
設
權
の
獲
得
？
實
に
其
の
結
果 

に
外
な
ら
ざ
る
な

6

。

當
婶
希
腦
は
グ
リ
ー
ト
島
の
合
併
を
企
て
、兵
を
同
島

.|
^

送
6

、希
土
 

ニ
國
の
大
銜
突
を
來
し 

fc

れ
ば
^

强
は
一
赌
グ
リ
ー
ト
を
封
鎖
し
て
希
臘
を
抑
ゆ
る
に
努
沁
杧
る
名
、猶
多
少
の
滿
足 

を
希
腦
人
に
與
へ
ん
と
欲
し

'
露
國
の
提
議
に
基
瓷
て
、希
腦
の
第
ニ
王
子
ジ
ョ
ル
ジ
親
王
を
グ 

リ
ー
ト
の
新
總
督
に
推
す
こ
と
、
爲
せ

6

。
然

$
 

土
耳
其
皇
帝
が
之
を
喜
ば
次
る
は
勿
論
な 

る
が
故

U
、

列
强
に
於
て
彼
に
壓
迫
を
加
へ
、强
ひ
て
之
を
決
行
す
る
を
要
し

^

6

。
然
る
.に此 

婶
4

で
列
强
と
行
動
を
共
に
し
届
杧
る
獨
逸
は
、此
に
至
つ
て

'
其
の
同
盟
の
.燠
と
共
に
列
外
に 

去
6

、此
事
件
と
の
關
係
を
絕
て

6

。
-
是
れ
一
八
九
：八
年
の
春
に
し
て
、：

H
C

の目的土

 

S

其
の 

歡
心
を
賈
夯
に
在

6

し
は
固
よ

6

言
を
俟
祀
ず
。

 

..

.
• 

ゾ
 

.

土
瓦
其
《
果
し
て
大
に
獨
逸
を
德
と
し
杧

6

。
：獨
土
關
係
は
新
に
親
密
を
.加
ふ
る
に
至
れ 

6

0

機
を
見
る
に
敏
な
る
獨
逸
皇
帝
ゥ
ィ
ル
へ
ル
ム
ニ
世
は
®
に
此
機
に
於
て
其
の
苽
方
政 

策
に

1

大
蹓
進
を
與
へ
ん
と
故
し
、*
一

 

八
九
八
年

0

秋
、ジ
エ
ル
サ
レ
ム
に
於
け
る
獨
逸
新
敎

パ
グ
ダ
ッ

K

鐵
道
P

題 

I
I

一八九



.パ
ず
グ
ッ
ド
鐵
道
間
诞
，

 

ー
ー
ー
九
〇 

派
寺
院
の
開
寺
式
に
臨
む
を
名
と
し

<-
、皇
后

及
外
相
を

伴

ひ
、大
に
儀
容
を

壯
ん
に
し
て

東

方 

.に
旅
行
せ

6

。
'彼
は
同
年
十
月
十
三
日
グ
尤
ラ
ス
ょ

6

軍
艦
に
乘
込
み
、海
路
先
づ
君
士
坦
丁 

堡
に
逊
き
て
土
其
其
皇
帝
を
訪
間
し

'
之
i

交
情
を
溫
め
、次

.̂

小
35

細
©
に
向

ひ
、十
月
三
卜
一 

日
ジ
エ
ル
サ
レ

ム
に
於
て
壯
大
な
る
開
寺
式
を
擧
げ
、更
に
附
近
二
三
の
，地
を
巡
歴
し

t

る
後
、
 

十
一
月
十
ニ

'

0

乘
艦
歸
國
の

.
途
に
就
け

6

。

.

獨
.
逸
皇
帝
の
此
旅
行
は
東
方
に
對
す
る
獨
逸
の

.
一
大
示
烕

-r

し
て
、同
辟
に
獨
土
關
係

f

c
新 

紀

元

を

作

る

8

の
な

6

C

旣
に
グ

.

y
 

?

ト
事
件
に
關
し
、獨
逸
於
連
合
壓
迫
ょ

6

離
ル
杧 

る
に
就
て
之
を
德
と
せ
る
土
耳
其
皇
帝
は
、ゥ
ィ
ル
へ
ル
ム
ニ
世
於
里
に
親
し
く
土
茸
其

.C

來 

6

對
等
の
君
主
と
し
て
訪
問
の
禮
を
拂
へ
る
を
非
常
に
喜
び
、愈
々
益
々
親
獨
の
思
想
を
强
む 

る
に
至
れ
ろ
。
而
し
て
其
の
結
果
と
し
て
獨
逸
人
は
翌
一
八
九
九
年
十
一
月
ザ
グ
ダ
ッ
ド
鐵 

道
敷
設
權
を
許

^

る
、
こ
と
、
な
れ

6

0

バ

グ

ダ
ッ
ド
鐡
落
は
實
に
獨
逸
外
交
の
成
功
の
紀 

念
物
な
る
な

6

。

n

ノ
グ
ダ
ッ
ト
鐵
道
と
は

®

細
®

土
其
其
の

n

 

n

ア
よ

-
c
s

束
方
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ァ
の
平
淨
を

1«

6
 V

、

チ
グ
リ
ス
河
畔
の

パ

グ
ダ
ッ
ド
に
達
し
、更
に
南
下
し
て

.波
斯
灣
に
出
で
ん
と
す
る

^P
.

の
に 

し
て
、

r
r
i
i

ア
よ

6

西
北

U

於
て
君
士
坦
丁
堡
の
對
岸
に
至
る
ア
ナ
ト
リ
ア
鐵
道
は
卽
ち
其
の 

姊
妹

〗

線
な

6

。
.
此
ニ
線
合
し
て
亞
細

3g

土
耳
其
の
全
部
を
橫
斷
し
、遙
に
西
歐
よ

6

君
士
坦
丁 

堡
に
來
る
鐵
道
と
連
絡
し
、歐
亞
の
大
動
脈
線
を
成
す
。
始
め
土
耳
其
政
府
は
君
士
坦
丁
堡
の 

對
岸
な
る
パ
イ
ダ
ル
、。ハ
シ
ヤ
よ

6

イ
ス
ミ

I

ド
に
至
る
九
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
.鐵
道
を
起 

し
、一
八
七
三
年
の
工
事
を
嬡

6

し
舣
、其
の
經
營
に
困
難
を
感
匕
、ー
滕
之
を
英
人
の
手
に
渡
せ 

,

し
名
、後
更
に
買
收
し

'
次
で
一
八
八
八
年
九
月
二
十
七
日
及
十
月
四
日
の
こ
軟
令
に
依
み
、*
鐵 

道
の
■
經
營

M

に
イ
ス
ミ
ー
ド
よ

6

ア
ン
ゴ
ラ
に
至
る
四
百
八
十
五
.キ
ロ

 

/ 
t
ト
_
ル
0

新
鐵

M
 

敷
設
權
を
獨
逸
人
に
與
へ
杧

6

。
獨
逸
銀
行
及
ウ
ル
テ
ム
べ
ル
ヒ
袓
合
銀
行
は
翌
一
八
八
九 

,

年
三
月
十
六

H

此
等

.の
線
路
を
經

•
營
す
ぺ
く
ア
ナ
ト

リ

ア
鐵
道
會
社

.
な
る
者
を
組
織
せ

6

。
 

是
れ
卽
ち
蓝
細
蓝
土

3

其
に
於
け
る
獨
逸
の
大
活
動
の
基
礎
と
成

6

杧

る

？

の

な

^

^

ア

ナ
 

ト
リ
ア
鐡
道
は
支
線
を
合
し
六
百

.五
十
哩
の

.
線
路
を
有
す
と
云
ふ

0

1

八
九
：三
年
二
月
十
五
日
ア

.
ナ
■
ト
リ
ア
鐵
道
會
社
は

.
イ
ス
ミ
ー
ド
、ア
ン
ゴ
.ラ
線
の
中
央
に 

43
.
位
す
る

^

ス
キ
、
シ
工

f

ル
よ

6

分
れ
て
コ

1
1

ア

U

■
至
‘る
新
線
路
四
百
四
十
四
キ
ロ

 

メ
ー
ト
ル 

パ
グ

V

ツ
K

鐵道問題

.
 

三
丸1

.

.
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バ
y

/ダ_

ッ
K

.鈸
道
問
題

の
敷
設
權
を
得

*

6

。
而
し
て
此
線
は
一 

け
る
獨
逸
人
の
勢
力
は
大
に
增
進
す
る
に 

の
線
路
を
パ
グ
ダ
ッ
ド
方
面
に
延
長
せ
ん 

は
始
め
ア

\

ゴ
ラ
よ

6

シ
グ
ァ
ス
及
デ
ア 

S

、H

事
の
非
常
に
困
難
な
る
其
上
に
、露
國 

最
S

此
北
方
線
を
喜
ば
^

る
に
因

6
m

^

三
九
ニ

八九六年に竣工せ斯くて小亞細®に於
 

至
れ
る
名
、猶
彼
等
は
之
を
以
て
滿
足
せ

t

更
に
其 

と
欲
し
、種
々
調
査
す
る
所
ぁ

6

。

W.
し
て
此
延
長 

ル
ベ
キ
ル
を
經
由
す
る
北
方
線
を
取
ら
ん
と
せ
し 

w

rr
I

カ
サ
ス
地
方
の
脅
か
さ
る
、
の
故
を
以
て 

n
'
】

ア
を
起
觀
と
し
て
中
央
部
を
通
過
す
る
の
黎 

に
決
せ

6

。

斯
く
て
一
八
九
九
年
十
一
月
前
節
.に
記
し
允
一
る
如
き
獨
土
外
交
關
係
を
利
用
し 

て
此

一

火
和
招
を

&

得
せ

6

。
韌
ち
同
十
一
月
ニ
十
七
日
ア
ナ
ト
リ
ア
鐵
道
會
社
長
シ
ー
メ 

ン
ス
は

n

ご
.
ア
ょ

6

バ
グ
ダ
ツ
ド
に
至

6

且
更
に
チ
グ
リ
ス
の
下
流
に
し
て
波
斯
_
に
近
き 

、ノ
ス
ラ
に
達
す
る
延
長
線
敷
設
の
許
可
を
土

^

其
政
府
ょ

6

得
女

6

。
、次
で
_
件
の
細
目
に 

就
て
協
議

.：を
重
ね

*

る
末
、ー
九
〇
ニ
年

一

月
十
六
日
土
瓦
其
皇
帝
は
上
記
契
約
に
批
准
を
與 

へ
且
同
月
二
十
一
日
土
瓦
其
通
商
土
木
大

E

デ
=

—

^

ア
ナ
ト
リ
ア
鐵
道
會
社
%
支
酣
人
ザ 

ン
テ
ル

•と
の
間
に
四
十
六
箇
條
ょ
ぅ
成
る
協
約
を
締
結
せ

6

0

線
路
の
通
過
す
ベ
き
地
點
、特 

許
の
年
限
補
助
金
額
其
他

」

各
.種
0

事
項
を
規
定
せ
る

^p

の
な

6

。

此
協
約
は
翌
一
。
丸

0

三
竿

45

ニ
月
五

m

パ

グ
ダ

ッ

ド
鐵
道
會
社
の
組
織
定
款
を
定
ひ

る

と
同
日
に

微

.少

の修
正
の

上
確
定

5

者
と
せ
ら
れ
杧

6

。

(
1
)

、士
坏
典
帘
國
政
府 

(
1
〕

、本
線

。

3 

“I 

r

(

5

、友
線

"(

ィ〕

>テル

之
を
觉
む

)

。

(

ハ〕

、サ
 

に
莊
リ

)

間
。0

0
、、

ゾ
ベ 

政
府
と
#
社
及
典
の 

0
0
、

特
許
期
限
は
九
十 

茸
典
政
府
に
引
波
さ 

(

三、
線
路
は
各
二
西

キ 

ト
ル
の
設
計
認
可
を 

す
ぺ
み

5S&

の
と

す
o 

. 

し、
if
.令
發
布
及
契
約 

(

四)

、绒
道
は
祺
線
と
す

( 

總
收
入
高
三
萬
法
に 

费
を
以
て
之
を
履
行 

C

五〕

、永
久
線
に
使
'用せ

« 箇 

土條

i f
T 港 ラ グ 及 ダ r 吐 

と の ダ 、 ア 、、) ナ f  

期 の 南 ッ レ ト ト 變  

限 間 に ド ッ 及 リ 疋  

滿 . に 在 の ホ 。パ ア 無

る 九 關 イ デ
M

y

パグ
 

ペシユ

t

 

H (

、パ
 

ル(

パス

係
せ
る 

筒
年
と 

ベ

L
0

メ

1
ト
 

忆る の部 
交換 低

L

T

る
 

る
.

の
g

 

る
^
さ

了 協 リ 少 1 つ、 鐵 し  

す 議 k し 問 ラ 道 0

線 [丨 に よ ル

關 リ の

L 三 部國 部

政 0 八 て 筒 分

U 月に

其 內 區

府 餘 箇  

は 地 年

左
に
其
の
要
項
を
揭
ぐ
。

會
社
に
左
記
鐵
道
の
敷
設
及 

迄
の
延
長

⑩
。

"(

M 
ノ

/

本
線
及
ゥ
ル
フ

T
興
殳 

北

に
在=

0

及
力

.1
1

キ
.
ン(

波
斯 

波
斯
灣
間
。
波
斯
灣
に
於
け 

ノ決定

す
ベ

し
0
 

る
時
は
鐵
道
線
路
及
其

營

業

を

特

誶

す

る 國 岐

地 境 點

W t 接 協

土 す 議

複 を 內 の に 分

撿 準 に 設 其 せ  

敷 備 本 計 部 ち  

設 す 線 認 分 る  

を る 亥 诃 の べ  

m 洛 線 の エ L 

求 の 共 日 琪  

す と 苏 よ に 會  

る す 全 p 着 社  

の 線 三 手 は  

權 一 を 筒 し 最  

利 キ 完 日 ニ 初  

を « 成 內 筒 の  

葙 メ す の 年 ニ

ベ ：!： 以 西し 1

會 ト 1 _ 琪 內 キ  

社 ル

其 所 上

附

m
物

u

無

償

に

て

土

は の 着 饺 メ

X

.パ
グ

.

ダ
ツ

K
 

.
绒
道
間
題

料
及
避
初
の
巅
設
並
亿
_鐵
道
附
風
物
の
擴
張
に
必
要
な
る

. 

三九三：



バ
グ
グ

ッ

,1
)
鐵

道
問
題

.

鐵
、木
材
、石
炭
、機
關
、容

m

^

興
a

 

の
輸
入
に
係
る

#

の
は
、©
內
税
及
關 

支
線
共
一
キ
ロ

 

メ
ー
ト
ル
の
總
收

\

 

ナ
ト
リ
ア
鐵
道
會
社
は

す
る
こ
と
を
得
ず
。

•ツ

K

鐵
道
會
社
は 

を
他
に
譲
波
す
る 

堦
獨
旅
行
と
の
別 

及
食
料
等
の
輸
送 

供
す
べ
し

o

此
輸

會
社
亿
對

し、

敷
設
 

0

1

千法、又作
業 

ル

-0
總
收
入
高
四 

歸
す
ぺ
合

8

のと 

ル
の
總
收
入
高

一

 

餘
の
六
割
は
帝
國 

四
千
五
百
法
未
滿

(

六)

"
土

}

d
f

其.ァ
 

會
社
に
、讓
波 

土
邳

其
バ
グ 

徼
道
並
に
支 

(

七〕

、
部
隊
旅
行 

兵
國
體
、ボ
用 

國
政
莳
の
用 

(

八)

、帝
國
政
掎 

年
金
と

L

て

1

キ

n 

メ
丨
ト

は
政
府
の
洧
に

1

キロ
 

メ

1

ト

分
せ
ち
れ

-
其、
 

ル
の
總
收
入

一 は に 品 と 線 ダ 、

ハ 高 税 の  

イ ー を 材  

ダ 莴 免 料  

ル、 五 ぜ 》こ 

パ 千 b I. 

シ 法 る て

達 又 社  

す 外 が

ャ

7
ン

口 .る . 國歐

フ 逛 よ 洲  

及 は リ 亿

於

てニ m 入

ァ を せ 購

一一一

九四
 

入
し
又

« 

る
作
業
用

問 免

の ぜ

旣 b  

設 る

外
國
ょ

P

石
炭
は
本 

ぺ

L
0

線
を
^

の

偽 殘

な 政 萬 ' ^ 千 费 濟 送 に な こ 今

る 府 法 五 保 と 運 付 { と 符

時丨？ 以 百 證 な 货 ぼ ゴ を 敷  
は 四 上

其 割 に

本 U 及

法 と リ 、は印：戦 得 設  
以 L 作 三 官 時 ず せ  

上 て 業 分 窓 平 G ち

る
ぺ
告
こ
コ
二
ア
、、パグ
ダ
ッ
、

1'
'
及
パ
ス
ラ
間
の

四 を の よ 畔
口 >*/O 自 か

の別 
P

要
 

J

開
始 

千
五 

莴
法

時

以 西 せ す 求 な  

踌 下 法 る °

•陸海 る
時 

但

L

線
路 を

與
 

な
る

時 ふ ー 將 は 银

額 社  

U \c 

政 歸  

府 す

法
迄
の 

ベ
し
。

よ
リ
會

社 之 額 は る キ 校 會 將  

に に は * 四 こ w 下 社 校  

支 反 上 千 と メ 士 は T

し 述 五 を 1 は 總 士

て 苹  

の 響

の 苗 約 ト 四

ル 分

に の 軍 蔡

拂

U

る キ 割 法 す  
ベ b 合 を 。

官
、義
與 

翻
を

帋 

1

とす
o

付
，補
助

除
さ
、他 

に
て
區

更
に
右
協
約
に
？

 

v

f

同
日
に
作
ら
れ

f

パ

/
/ 
f
ド
S

I

S

織
定
欵
中

47

左

の

數
項
h

b

(
1
)
、

バ
グ
ダ
ッ

K

鐵
道
會
社
は

ァ

ナ 

る
0

7
鐵

道

會

會 會  

社 社

道 な 鐵 の F 占 該 ァ  

會 < 道 最 、鐵 す 新 绒  
社 と 會 初 道 ° 設 道  

の I 社 

任 十 及

土

波 耳

但 府  
L よ

の 會  

株 社

金 資

7

ナ

ト

リ 

る
利
益
を 

義
務
を
獨

パ

グ
ダ

ツ

る
0

會
社

ナ
ト
リ
ァ
鐵
道
會
社
及
士
耳 

會
社
に

.

少
な

{

と

S
6

S

十
.一人 

ト
リ
ァ
鐵
道
#
社
の
任
命
に

<
 

L
O

鐵
道
線
胳
の
長

3

は
本
線
支
線
を
八
ロ
し
ニ 

ル
に
て
の
計
算
に
據
れ
ば
、！

7

1
1

ァ
ょ

6

パ

其 U 本

は株 千五 政府 

ょ
リ
成
立
す 

係
り
、其他
は

U 酉 資  

各 莴 金

總 る 株 法 及 ァ リ

ナ 授

與 社  

せ 及

資 と 特

爾

今

其

の

株

主

と

な

る

者

0；

])

組

織
せ

b

r  b

會 理

亿 祺 金 す 幹  

て 會 の ©

m を

戧 れ

規

定定 設 割

t ん を 丨 こ 道 允  

电 恶 會 る

社 總
は て

舊 の

來 樯  

の 利  

線 特  

路 樯

に 及

蘭 之

す に

含

發

行
せ

b

る
ベ

さ

證

券

込
む
を 

理
―
の
 

理
壤
の

三 中 得

U な 

土 <

茸 %

其 三  

m 人 

民は
た ア

ラ

于
无
苕
キ

&

 

メ 一

ト
ル
に
達
す
る
喾
な

6

。

マ
 

.

:

—

 

，
グ
ダ
ツ
ド
迄
約
九
百
哩
、バ
グ
.'ダ
ツ
ド
よ

.O

 

,ハス 

迄
三
哲

3£
十
哩
ハ
ス
ラ
よ

6

rl

ウ
工

ー

ト

迄
百
哩

な

る

於
故
に
、若
し
コ
ウ
千

丨

ト

を

以
て 

波
斯

»
頭
の
終
點
と
爲

3

ん
に
は
、爾
餘
の
支
線
を
除
く
炎
其
の
延
長
約
千
三
百
五
十
哩
と
な 

る
べ
し

:0

要
，ず
る
に
獨
逸
は

W

ダ
ツ
ド
及
ア
ナ
ト

y

ア
雨
鐵
道
を
合
し
て
、約
一

一
千
數
百
哩 

パ
グ
ダ
ツ
ゼ
鐵
道
問
題
 

三
九
£
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rグ
ダ
ッ

K

鐵
道
問
題

 

三丸六

の
鐡
道
を
亞
細
亞
土
茸
其
に
有
す
べ
く
*
の
勢
力
發
展
上
に
絕
大
の
意
味
を
有
す
る
は
嵌
て 

言
を
俟
杧
岁
。
實
に
獨
逸
は
雄
大
な
る
鐡
道
政
策
に
依
つ
て
'亞
細
亜
土
郅
其
を
全
然
其
の
勢 

.圈
中
に
收
め
、通
商
上
は
勿
論
政
治
上
に

3

大
勢
力
の

.基
礎
を
築
き
、且

.
其
の

.
餘
勢
を
波
斯
_
頭 

に
及
ぼ
し
、

一 .

躍
し
て
波
斯
問
題
に

S

發
言
し
得
る
の
地
位
に
上
れ
る
な

6

。
約
三
十
年
前
の 

形
勢
に
比
較
す
れ
ば
、實
に
弗
常
な
る

»

化
に
は
非
す
や
。

 

、

.

H

.

 

•

然
れ
ど
名
獨
逸
の
成
功
は
卽
ち
他
國
の
不
成
功
な

6

。
獨
逸
於
東
方
に
#
力
を
擴
張
す
る 

は
他
國
の
不

利
益
と

す
る
所
な

6

。
第
一

に

露
西
亜
は
最
？

v
v

ダ
ッ
ド
鐵
道
計

劃
に

對
し 

不
快
を
感

b

^
 

6

0

 

n

 

-

ヵ
サ
ス

を
#'

す
の
虞

あ
る

北
方
線
の
避
け
ら
れ

fc

る
は

可
な

-o

と 

雖
a

i f

此
鐵
遒
竣
エ
の
曉
に
は
土
邳
其
は
敏
速
に
兵
を
東
方
に
動
於
す
を
得
べ

く

*

際
に
於 

て
土
 

H

其
が
補
助
金
を
與
へ
て
ま
で
？
其
の
完
成
を
希
望
せ
る
は
、主
と
し
て
軍
事
上
の
見
地 

に

基
け

6

。
而
し
て
其
の
露
國
の
不
利
益
な
る
は

固
よ

6

な
6

0

叉
此
鐵

道
に
依

6

西
方
よ 

6

商
品
を
波
斯
方
面
に
送
ら
ん
に
は
、

*

よ
6

す
る
露
國
貿
易

.は
打
難
を
蒙
ら

^

る
可
か
ら
ず
。
 

典
外
露
國
は
歐
洲
及
印
度
を
結
ぶ
鐵
道
に
付
別
箇

0

考
案
を
抱
く
奴
故
に
、バ
グ
ダ
ッ
ド
鐵
道

43

を
し
て
其
の
競

^

線
i

な
ら
し
む
る
は
不
利
益
な
；

6

。
此
等
の
事
情
よ

6

し
<
露
國
は
熱
心 

に
此
鐵
道
に
反
對
し

^

6

0

英
國
は

.
此
鐵
道
.̂
ス
ヱ

X

運
河
の
競
爭
線

i

な
ら
ん
こ
と
を

虞

る

、
其
上
1C

、其
の
波
斯
灣 

の
形

#

に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ

^

ん
C

と
を
思
ひ
、是
れ
亦
始
め
よ

6

.反
對
の
態
度
を
取
れ 

6

Q
 

\

グ
ダ
ッ
ド
鐵
道
に
關
す
る
確
定
協
約
調
印
の
約
ニ
箇
月
後
卽
ち

一

九
〇
三
年
四
月
ニ 

十
八

m

英
國
外
相
ラ

\

ス
ダ
ウ
ン
は
貴
族
院
に
於

V

宣
言
し

V

日
く
、『

何
れ
の
國
fc

る
を
問
は 

岁
、苟
名
波
斯

_

に
海
軍
根
據
地
若
く

.は
武
装
港
を
設
く
る

3

の
ぁ
ら
！

S
、

吾
人
は
之
を
英
國
の 

利
益
に
重
大
な
る
侵
迫
を
加
ち
る
名
の
と
課
め
、全
力
を
擧
げ
て
之
に
抵
抗
す
べ
し

』

と
。
英
國 

は
常
に
露
國
を
し
て
波
斯
灣
，に
軍
港

-$
:

得
せ
し
め

^

る
の
決
心
を

.
有
す
る
は
勿
論
な
る
名
、此 

際
將
に
此
宣
言
を
爲
せ
る
は
、明
に
獨
逸
の
野
，心
に

»

し
誉
告
を
與
へ

fc

る
な

6

0

同
年
十

一 

月
十
六
日
印
度
總
督

•
力
丨

'ァ
ン
は
四
隻
の
巡
洋
艦
よ

6

成
る

®

隊
を
.
率
：Q

て
カ
ラ
チ

I

港
よ 

6

出
發
し
、以
後
三
週
間
を
费
や
し
て
、波
斯
灣
の
諸
港
を

.
巡
見
し

^

6

。

其

の

ラ

、ノ
ス
ダ
ウ
ン 

の
宣
言
を
强
め
ん
好
爲
の
示
威
運
動
な
る
は
、言
ふ

®

电
無
し
。
獨
逸
は
其
鐵
道
の
第
一
區
線 

敷
設
に
着
手
す
る
に
當

6

、英
國
資
本
家
の
參
加
を
得
ん

4

欲
し
杧
る
？
、英
國
政
府
の
意
向
上

バ
グ
、
ダ
ッ
ド
鐵
道
..
問

題

H

九七
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バ
グ
.

ダ
ツ
，
K

_

道
問
題
 

S

九八

記
の
如
く
な
る
を
以
て
、失
敗
に
終
れ

6

0

其
後
英
國
は
絕
え
岁
資
本
供
給
を
拒
絕
し
、叉
土
邳 

其
於
鐡
道
債
券
の
檐
保

■と

し
て

關
税
率
を

®

す
に
反
對
し
、以
て

今
日
に
至

6

允
る
な

6

0

 

, #

蘭
西
は
當
初
英
露
ニ
國
と
態
度
を
異
に
し
、此
鐵
遒
に
資
本
を
供
給
す
る
に
同
意
し
祀

6

0

 

卽
ち

一
,

九
〇
三
年
ナ
一
月
口

】
1

ア
よ
6

ブ
ル
グ
ル
ル
に

至
る
第
一
區
線
ニ

百

キ
ロ 

メ
ー
ト
ル 

の
敷
設
に

付
、獨
佛
資
本
家
間
に
協
商
を
結
ぴ
、獨
逸

'
侧
を
代
表
す
る
獨
逸
銀
行
は
四
割
、佛
蘭
西 

侧
を
代
表
す
る
オ
ツ
ト
マ
ン
艱
行
は
三
割
、他
の
關
係
國
は
ニ
割
、叉
ア
ナ
ト
リ
ア
鐵
道
會
社
は 

一
割
を
引
受
く
る
乙
と
、
爲

し
、斯
く
て
會
社
は
其
翌
月
を
以

■ <

組
織
を
完

ぅ
せ
6

0

而
し

V

 

此
第

一

區
線
は
一

九
〇
四
年
十
月
に
開
通
し

允
6

。

怫
薩
.西
は
此
の
如
く
始
め
此
徵

道
に

助 

力
を

與
へ

把
る
戈

其
後
に

至
ろ
て
は

露
國

と
の

同
盟
關
係
に

顧

み
、
®:

治
上
の

見
地
よ
6

し
て

資
本
供
給
を
拒
絕
し
杧

6

。

3

れ
«

獨
逸
は
英
彿
の
資
本
を
利
用
す
る
能

'は
ず
、鐵
道
工
事
の 

進
行
上
に
大
な
る
困
難
を
威
せ
次
る
を
得
次

6

し
な

.t

パ
グ
ダ
ッ
ド
鐵
道
問
題
從
來
の
經
過
は
上
記
の
如
く
に
し
て
、獨
逸
は
其
敷
設
權
を
有
す
る 

$

資
力
乏
し
き
が
爲
に
意
の
如

X

之
れ
を
實
行
す
る
能
は
す
、遷
趣

^

し
き
に
亘

6

把
6

。
而 

し
て
列
强
中
最

S

强
く
反
對
せ
し
は
露
國
な

6

し
な

6

。
.
佛
國
■於
此
の
鐵
道
に
投
資
す
る
を

b

51

避
く
る
に
至
れ
る
は
、主
と
し
て
露
國
の
不
滿
を
買
ふ
の
不
可
な
る
に
氣
附
：き

fc

れ
ば
な 

英
國
は
此
鐡
道
に
反
對
す
る
に
於
て
特
別
の
理
由
を
有
し
杧

6

と
雖

S

、獨
逸
を
助
け
て
露
西 

®

の
怨
を
賀
ふ
の
不
利
益
を
思
ふ
の
情
名
在
し
た
る
な

6

。

一 

九
〇
三
年
四
月
中
の
偸
敦
ス 

ぺ
.ダ

T

丨
ト
ル
の
所
論
中
に
*

『

西
亜
に
對
す
る
獨
逸
の
僧
惡
を
庇
議
す
る
爲
め
避
雷
針

』 

と
な
る
の
愚
を
說
き
し

r.
i

あ
る
に
徵
す
る

p̂
、

以
<

其
梢
息

|:
-

窺
ふ
を

^

べ
し
。
要
す
る
に 

露
西
亞
の
反
對
は
此
鐵
道
の
前
に
横
.は
る
最
大

0

障
礙
な
ぅ
し
な

6

。
然
る
に
此
障
礙
や
最 

近
に
至

6

て
忽
ち
撤
去
せ
ら
れ
、パ
グ
ダ
ッ
ド
鐡
道
問
題
に
大
な
る
變
化
を
與
ふ
る
こ
と
、
な 

れ
6

。
昨
年
十

一 

'月
の
ポ
ッ
ッ
ダ
ム
に
於
け
る
露
獨
兩
帝
會
見
、尬
に
其
の
結
果
と
し
て
生
匕 

*

る
本
年
，

八
！！！：：

十
九
日
の
露
獨
協
約
の
影
響
は
郎
ち
是
れ
な

6

0
 

四

露
國
皇

‘帝

1】
n

ラ
ス
二
世
は
何
故
に
獨
逸
皇
帝
を
ポ
ッ
ッ
ダ
ム
に
訪
ふ
に
至

6

允
る
手
。
 

露
西
蓝
が
獨
逸
に
接
近
を
求
め

^

る
動
機
如
何
。
此
等
は
非
常
に
興
味
あ
る
問
題
な
ら
と
雖 

名
、本
論

.の
目
的
と
は
直
接
に
關
係
せ
次
る
於
故
に
、予
は
深
く
之
に
立
入
る
を
避
く
べ
し
。
兎 

に
角
.
露
國
は
最
近
燠
匈
國
舣
伯
林

.

約
を
破
つ
て
ボ
ス

1

ー
ア
及
へ
ル
ッ

H

ゴ
グ
.
ィ
ナ

.

U
.

州
を

パ

グ
ダ
ツ

K

鐵
邀
問
題

 

S

九九
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，パ
グ
ダ
ツ
ド
鐵
道
開

—
 

w

o

o

合•

併
し
te

る
際
、獨
0
.

の
烕
_

の
fc
%

列

國
. #

議
說
を
拋
棄

し
.、
以
後
暫
く
露
獨
胃
係
の
不
挺
を
一 

來
し
‘̂る
に
名
拘
ら
宇
、昨
年
の
秋
に
至

.
6

て、形
勢

一

變
せ

6

。

ニ
州
事
件

U

於
け
る
獨
逸
の 

態
度
を

.怒
る

^

,
の
少
な
か

6

し
に
は
非

^

る
$

、«

人
の
不
平
は
主
と

.
し
て
外
相
ィ

X'
グ
オ
ル 

ス
キ
ー
の
上
：に
破
裂
し
杧

6

。
ィ
ズ
グ
オ
ル

X

.
キ
ー
は
餘
6

に
親
英
主
.義
及
排
獨
主
義
に
偏 

し
把

6

と
て
大
攻

»

.
を
受
く
る
こ

i
 

V

な
れ
露
國
宮
廷
の
內
外
に
於
け
る
獨
逸
派
は
好 

機
來
れ

6

と
て
、類

6

に
4

'
ズ
グ
才
ル
ス
キ
？
徘

JK

に
努
め

^

6

0
 ‘而
し
て
其
の
結
果
と
し
て 

昨
年
十
月

1

日
ィ
ズ
グ
才
ル
ス
キ
ー
は
病
死
せ
：る
ネ
リ
ド
フ
の
後
を

.
襲
ぎ
.
て、駐
佛
大

t

に
左 

遷
せ
ら
れ
、外
務
，次
宫
サ

f 
/
フ
代
つ
て
大

K

i

な
れ
ぅ
。
是
れ
旣
に
露
國
外
交
方
針
の
一
變 

を
示
し

^

6

し
が
、次/で

®

十
一
月
四

n
午
前
露
帝
は
新
外
相
を

.
隨
へ
て
ボ
ッ
ツ

.
ダ
ム
.に
獨
帝
を 

訪
問
し
、翌
五
日
午
後
十

r

滕
迄
滯
在
、其
間
に

ニ

國
の
舊
交
を
同
復
す
.る
と
同
滕
に
、極
め
て
重 

要
な

.る
新
妥
協
を
、結
べ

6

0

ポ
ッ
ツ
ダ
ム
會
見

.
に
‘
於
て
の
新
妥
協
中
に
は
、

『

露
國
ニ
國
は
孰
れ

$

其

〖

方
に
對
し
攻
勢
的 

性
質
を
有
す
る
方
策
に
加
は
ら
次
る
事
、

』

.

M
r.
3c『

*
來
の
現
狀
雜
持
を
破
る
の
虡
ぁ
る
政 

策
に
#
し
援
助
を
與
へ
次
る

事』

と
云
'

へ
る
あ

.
6

。

其
の
頗
る
重
要
な
：る
は
勿
論
な
る
名
、此

外
に
，本
論
の
主
題

^

•
る
パ

グ
ダ
ツ
ド
鐵
道
問
題

.並
に
之
と
關
連
す
る
波
斯
問
題
に
就
て
$
意 

.

見
を
交
換
し
大
體
に
於
て
妥
協
の
成
立
を
見
お
ろ
。
是
れ
後
の
露
獨
協
約
の
發
端
と
な
れ
る 

名
の
な

6

。
昨
年
十
二
月
十
日
獨
逸
宰
相
べ
ー
ト
マ
ン
、ホ
ル
ウ
ヱ
ダ
於
獨
瑋
帝
國
議
會
に
於 

て
.

ポ
ッ
ツ
ダ
ム
會
見
の
結
果
を
說
明
せ
る
其
中
よ

6

、波
斯

.及

パ

グ
ダ
ツ
ド
鐵
道
に
關
す
る
部
分 

を
採
錄
す
れ
ば
左
の
如
し

。

‘ 

■

『

再
等
は
彼

.
斯
.

に

於

け

.る

相

互

の

問
題

に

關

L

、
胸
襟
を
卵
咅
て
懇
話

.

1

允
.

9

0

而
し

.

X
波
斯
亿
於
け 

:

る
蛊
等
共
同
の
利
慈
は
同
國
に
於
て
平
和
及
秩
序
の
維
持
若
<
は
囘
復
を
要
求
す
と
の
意
見
亿
於
て 

合
致

1

把リ。

罟
等
は
波
斯
に
於
け
る
我
貿
易

.

が

妨
窖
を
受
け
す
、

£ 1

更
に
發
逯
せ
ん
こ
と
を
希
望
せ 

ざ
る
を
得
ざ
る

$

の
な
リ
。

露
西
亞
芡
自
國
の

1

易
亿
關

1

て
同

1

#

望
，
を
葙
す

0

且
露
西
亞
は
波 

斯
の
瞵
國
と
し
て
境
界
相
接
す
る
地
方
に
於
け
る
波
斯
國
情
の
安
固
亿
對

I

、#別
な
る
刺
害
關
係
を 

翁

T

o

さ
れ
ば
杏
筚
は
露
西
蓝
龄
北
部
波

.

斯
亿
於
て
特
別
な
る
勢
力
の
必

•
要
を
有
す
る

こ

と

を
畠
ん 

で
承
認
し
杧
リ

o

從
.
つ
て
又

西
等
は
此
牝
部
地
方
に
於
け
る
鐵
道
、罾路
、双は
電
信
の
特
肸
に

f t

する 

露
西
ぶ
の
要
求
に

快
く

同
意

L

杞
9

0

興
の

代
9

に
露
西
亜
は
我
貿
易
に
妨
害
を
與
へ
ざ
る
の
み
な 

ちずパダダ

ツ
F

、
力

一一

キ

ン
線
に
依
つ
て
衧
は

る
べ
き

我
貿
易
が
波
斯
亿
入
る
を
得
せ

L

t i

'
ベ

さ

連
 

縱
0

設
罷
を
助

{

べ
告
な

.

5』

0

..

ぬ
卽
ち
萁
の
荽
旨
は
、獨
逸
に
於

.
て
北
部
波
斯
於
露

'西
®

の
勢
力
®
.
圍
な
る
こ
'と
を
承
認
ず
る
其 

>>
v

;

v
ツ
'ザ
饌
窻
，問

癘

©

0

1
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パ
？

i

道
問
題
 

.四
2

1

代

ろ

に
露

.西

^j

は
波
斯
方
面
ょ

6

パ
グ

ダ

ッ

ド
鐵
道
と
の
連
絡

1

4

獨
逸
の
質

易
に

®
 

?

5

?

急

約

し

、從
つ
て

|

?

成
功
を
助
く
€

在

ぇ

從

1

5

長
く
此 

鐵
道
を
妨
害
せ
し
と
對
照

す

る

堦
は
、其
の
意
味
す
る
所

甚

だ

大
な

I

s

 

f

可

喜

。
 

/
T 

» ,

、'

、、

ダ
2

會
見
に
於
て
の

協

商

は

¥

大
體

Q

點
に
止
ま
れ
气

g

故
に
、ニ

國

政

带

は

其 

後
、
K5
I

續

き

協

1

ね
、
一
2

協

f

作

成

す

る

.こ
と

_

f

。

震

は

f

長
引

き
か
く
本
年
八
月
十
含
に

f

l

蓮

£

5

課

相

S

、J

ト
5

獨
逸
大
使

ブ
タ
レ
ス
の
間
に
協
約
の
調
印
を
見

f

。
5

露
國
外
相
サ

r
 

ノ
フ
は

5

果
養
の
把 

炎
.不
在
：な
ろ
し
な
ろ
。

協
約
の
全
文
左
の
如
し
。
 

.

S

S

斯
S

け
s

f

 

S

國
平
雰
遇
の
主
義

•

特
"

s

?

〕

f

る
其
一
方
に
於
て
、獨
逸
は
同
国
に
於
て
唯
通
商
的
目
.的
 

'
 

.

0

ん
と
欲
す
る

"

の
な
る
こ
と
を
考
料

t

、s

左
の
諸
項
を
協
定
す

0

(

第

一

條)

、

獨
逸
政
府
は
カ
ス
リ
、シ
リ
ン

J

始
ま
リ
、ィ
ス

.
パ
ハ
ン
、エ
ズ
ド
及
カ
ク
ク
を
經
由
し
、が

.

シ
ッ
ノ
ノ
の
綺
度
に
於
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
國
境

5

る
界
線
の
北
方
に
於
て
、鐵
道

-

m

 

1

特

s

f

自
國

S

に

f

、又
は
獨
逸
人

f

は
外
國

S

J

S

持

宣
I

 

i

波
斯

S

國
S

力
！

る

S

I

こ

t

て、其
の
を

55

線
は

1

,九
〇
七
年
の
英
露
協
約
に
て
英
國
の
承
認
し
允
る
所
と

】

致
す

〕

0
 

.

.
:第
二
條

)

、

一
方
に
於
て
露
西
亜
政
府
は
北
部
波
斯
に
於
て
鐵
道
敷
設
辎
を
波

r r

政
府
よ

9

得
る
の 

見
迖
な
る
を
以

て、興

中
に

8

テ
へ

ラン

(

波
斯

首
府

〕

よ
リ
發

し
て
力
一
一
キ

ン
に
至

る

ベ

さ

線
路
の
敷 

設
褪
を
求
め

»

:

71
1

ア、バ
グ
ダ
ッ

K

鐵
道
の
支
線
な
る
サ
デ
：シ工
、力
二
キ
ン

線
と
此
線

と
を
土
不
典 

及
波

r r

の
國
境
に
て
連
絡
せ
し
む
べ

さ
を

約す

o

上
記
觀
設
糨
得
彡
れ
粑
る
瞄
は
其
線
路
の
敷
設 

H

社
はガデジ

H
*

力
一
一
キ

ン
支
線
狡
エ
後
晚

<

8

ニ
年
內
亿
着
手
せ
彡

れ
•四

年
內
亿
終
へ

5

る
ベ 

し

霞
西
蓝
政
府
は
遜
锫
の
時
に
於
て
此
線
路
の
確
定
線
を
定
む
る
取
を
保
轺
す
。

但
し

此
艰
に 

於
て
！

^

逸
政
麻
の

#

望
を
參
酌
す
べ
し

0

又
獨
露
ニ
政
府
は
力
一
一
キ
ン
、テ
へ
ラ
ン
線
並
亿
ヵ
一
一
キ 

ン
よ

リ
バ
グ
タ
ッ
ド
に

至る

(

サ

デ
ジ
工
を

經

て

誡

に
於
て
、通

行
稅
芡
は
菪
別
的
待
遇
の
如
さ
國
際 

贸
為
を
妨
锻
す
ベ
さ

|

切
の
處
設

を
.
避

け
、以

て
國
際
貿
易
を
容
易
に
す

ぺ
し

o

ヲ

n

ァごハ

•
ダ
、
ダ
ッ

K

蛾
道
の
サ
デ
ジ

H
、

力
一
一
キ
ン
荚
線
解
狡

H

し
て
よ
リ

.二
年
後
に
至
る
名
、力二 

*

ン、テ

へ
ラ
ン
線
の
敷
設

H

祺
着
手
せ
ら

-
れ
ざ
る
時

H

0

國
政
府
は
此
線
路
に
闕
す
る
敷
設
權
を

放
棄
す
る
こ
と
を
獨
逸
政
府
に
通
知
す
べ
し
、
此
場
合
に
は

P

逸
政
府
は
自
ち
此
敷
設
描
を
求
む 

る
を
得
べ
し

0

 

. 

.

(

r

三
條

)

..

露
西
亞
政
府
は
パ
グ
ダ
ッ

F

鐵
道
の
完

^

g
^

國
際
貿
易
の
爲
に
重
要
な
る
を
認
め
、̂
敕 

設
を
妨
げ
芡
は
此
都
業
に
對
す
る
外
國
资
本
の
參
加
を
妨
ぐ
る
解
爲
の
處
訟
を
取
ち
ざ
る
こ
と
を

‘

t

m

し
之
か
爲
に
金
錢
上
又
は
經
濟
上
の
何
等
の
機
姓
を

8

露
西
迎
亿
與
へ
ず
る
を
婆
す
る 

は
勿
論
な

P
0

バ.
♦
ク

v

ッ
ド
徵
道
問
題 

四0三



ベ る 政 國 デ  

每 の 丨 府 資 ジ  

關 樵 は 本 ェ  
税 利 典 家 ；

若 を エ 圆 ニ  

{ 保 难 に キ

.
四〇四
 

ン
線
亿
.結

ぶ

の

線

路

を

，

E

 

委

f
^

?

ン

フ

イ

C

の
權

に
參
加
：す
る
の
棚
刺
、並

IZ 

留
す
。

は
其
他
の
牲
質
の
特

1

亿

Z

さ

の

と

す

'

デ

ダ
、
ダ

ッ

'
ト鐵

道
問
題

.

(

第
四

#)
>

霞
西
亜
政
府
は
波
斯
だ
於
け
る
其
_
道
を
サ 

ち
數
說

t

る
代

0

は
、談

訐
劏
赏
行
.を其
の
選
定
せ
る
外 

刺
を
保
留
す

0
.

(

第
五
條
、

上
記
線
路

.

敷
設
法
の
如
何
を
問
は
ず

、

■

 

0
亜
 

敷
設
者

 

'
の
 

'蒙
p

 

L

實
费
を
亥
拂
ふ
て
該
鐵
道
を
取
得
す 

又
綠
盥

一

ー
國
は
其

】

方
が
此
線
路

R

關

L

て
得
る
を
得 

總
て
相
瓦
に
參
.加
す

ベ

き
こ

と

を

約

T
Q 

何
れ
の
擻
合

R

於
て

8

本

協

約

，の
他
の
規
定
は
有
効
な

要
す
る
に
此
協
約
は
獨
逸
宰

#

の
曩
に
演
說
し

*

る
所
を
更
に
明
白
に
且
具
體
的
と
爲
し 

fc

る
者
な

6

。
而
し
其
の
主
と
し
て
露
圃
の
讓
步
を
意
味
す

.
る
は
爭
ふ
可
ら
岁
。
北
部
皮

W
 

か
露
國
の
勢
力
範

H

な
る
は
、旣
に
英
露
協
約
の
定
む
る
所
に
し

y
、

獨
逸
の
新
承
認
於
露
國
の 

地
位
を
强
む
る
は
勿
諭
な

る

$

、之
を
露
國
.が
パ
グ
ダ
ッ
ド
鐵
道
に
對
す
る
從
來
の
反
對
を
撒 

囘
し
、外
國
資
本
の
參
加
を
妨
げ
次
る
事
、並
に
支
線
連
一
絡
に
依
つ
て
此
鐡
道
の
成
功
を
助
く
る 

事
を
約
せ
る
に
比
較
す
る

#

は
、其
間
大
に
輕
重
の
差
ぁ
纟
。
波
斯
問
題
に
付
英
露
協
約
に
の 

み
♦依
頼
す

•る
滕
は
、他
日
或
は
獨

.逸
の
，爲
に
意
釙
の
魴

.害
を
蒙
ろ
、モ
せ
ッ
コ

に
於
け

る
佛

M

西 

の
ニ

0.

舞
を
演
岁
る
や
？
測

6

難
き
が
敌
に
、豫
め
獨
逸
の
承
認
を
求
め
置
く
を
以
て
萬
全
の

hi

策
と
す
べ
し
と
は
、多
分
露
國
政
治
家
の
思
惟
し
杧
る
所
な
ら
ん

$

、併
し
波
斯
侧
に
於

V

の
連 

鉻
線
敷
設
の
期
限
を

S

約
し
、且
此
猢
限
內
に
着
手
せ
次
る
滕
は
«
國
は
該
線
路
敷
設
權
を
放 

棄
し
、
獨
逸
於
自
ら
此
敷
設
權
を
求
む
る
を
許
せ

.る
は
、
*

步
亦
甚
だ
努
め
杧

6

と
謂
ふ
べ
し
。
 

叉
ボ
ッ
ッ
ダ
ム
會
見
に
於
け
芯
妥
協
中
、近
東
の
現
妖
を
鍤
持
し
又
攻
勢
的
方
策
に
加
は
ら
次 

る
べ
し
と
云
へ
る
は
、ま
と
し

.て
露
國
に
有
利
の
點
な

6

し
に
、之
を
協
約
の
明
文
に
揭
げ
次
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し
は
其
れ
だ
け
露
國
の
不
利
益
と
認
め
ざ
る
可
ら
卞

o

而
し
て
獨
逸
於
斯
く
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を
結
ぶ
を
得
允
る
は
、明
に
其
外
交
の
成
功
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グ
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ド
鐡
道
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對
す
⑴る
露
國
の
反
對 

旣
に
撤
せ
ら
れ

^

る
以
上
は
、佛
國
デ
資
本
供
紿
に
應
す
る
乙
と
、
な
る
べ
く
、叉
英
國
？
自
ら 

.其
態
度
を
改
む
る
に
至
ら
ん
。
若
し
夫
れ
露
獨
妥
協
の
結
果
と
し

.て、夫
の
英
露
佛
の

『

一
二

國 

協
•商』

が
半
ば
解
體
に
歸
し
、獨
逸
を
し
て
外
交
の
大
局
上
非
常
に
有
利
の
她
位
に
進
む
を
得 

せ
し
あ
杧
る
に
至
つ
て
は
、鐵
道
問
題
の
闘
係
以
外
な

6

と
雖
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れ
■至
大
の
注
意
に
値
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る
名
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鐵
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鐵
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事
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方
面
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な
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e
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ヶ.一1

ン
は
會
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表
し
て
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政
府
に
宣
言
書
を
交
附 
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V

中
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，
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ょ

4

斯
灣
に
達
す

i

線
敷
設
權
を
新
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會
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爲
に
放
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と
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設
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此
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逸

の
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資
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±

耳
興
以
外
の
國
と
同
等
な
る
べ
き
を
條
件
と
せ
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。

rs

れ
パ
へ
ダ
ダ
ッ
ド
鐡
首

】
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最
S

議
論
の
種
と
爲

6

易
き
此
部
分
を
獨
逸
の
獨
占
と
爲
さ
步
し
て
萬
歐
的
と

.爲
し
、以
て
他 

國
の
反
對
を
綏
和
せ
ん
と
す
る
な

6

。
其
處
置
極

.
め
て
昝
な

6

と
爾
は
次
：る
可
か
ら
卞
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逸
の
此
獨
占
權
放
棄
が
露
獨
協
約
の
成
立
を
助
け
杧
る
べ
き
は
明
に
し
て
、叉
英
獨
妥
協
の
ロ
保 

難
關

3

玆
に
排

〖

去
せ
ら
れ
允
る
な

6

。
列
强
衢
突
の
資
料
杧

6

し
バ
グ
ダ
ッ
ド
鐡
道
於
此
の 

欢
く
に
し

y

國
際
協

P

の
具
と
な
ら
.ん
と
し
つ
、

あ
る
は
、世
界
政
局
の
碑
究
者
舣
大
に
注
目 

す
る
を
要
す
る
所
な

6

。
猶

V

グ
ダ
ッ
ド
よ

-o

波
靳
灣
に
至
る
線
路
に
關
し
て
は
、力
®
上
記

の
如
き
協
商
成
れ
る
名
、未
だ
正
式
に
確
定
の
協
約
結
ば
れ
杧
る
に
非
す
。
何
れ
關
係
列
國
間 

の
協
議
熟
し
杧

‘る
上
に
於
て
、正
式
の
協
約
を
見
か
に

至
る
べ
き
か
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最
後
に
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言
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次
る
を
得
次
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千
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す
る
從
來
の
反
對
を
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同
し
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支
線

I

波
斯
灣
頭
に
達
す
る
に
同
意
す
る
に
就
て
は
、先
づ 

同
»

方
面
に
於
け
る
其
地
位
の
保
障
を
求
め
次
る
可
ら
古

0

英
國
は
波
斯

»

P

於
け
る
優
越 

の
地
位
を
飽
迄
？
保
持
す
る
の
決
心
に
し
て
、就
中

V

ダ
ダ
ッ
ド
鐵
道
の
終
黠
に
擬
せ
ら
れ
つ 

、
あ
る

n

ゥ
モ
ー
ト
港
に
對
す
る
從
來
の
主
張
に
就
て
は
'此
際
將
に
明
白
に
土
茸
其
の
同
意
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ド
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元
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波
斯
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の
南
岸
阿
刺
比

.亞

.に
沿
へ
る
一
帶
の
地
は
土
郅
其
於
宗
主

.
權
あ

6

と
主
張
す 

芯
所
な
る
名
、事
實
に
於
て
は
政
令
及
ば
ず
、酋
長

©

皆
獨
立
の
狀
態
に
在
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ゥ
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長
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て
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ィ
ド
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戰
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(
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八
七
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年)

其
實
と
し
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丸
\
年
迄
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金
，を
與
へ
ら
れ
杧
る
名
、未
だ
甞
て
土
茸
其
の
直

”治
を
受
け
杧
る
こ
と
無
し
。

一
方

)4

於
て
印 

度
政
府
は

一

八
九
八
年
コ
ゥ
エ
ト
酋
長
と
條
約
を
結
ぴ
、其
權
利
を
英
國
の
保
«
の
下
に
置 

き
、其
代

6

に
外
交
關
係
に
關
し
て
は
、凡
て
英
國
の
助
言
に
從
ふ
こ
と
、
爲
せ
ム

o

又
^
器
質 

易
0
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取
締

0

如
き
炎
英
國
を
し
て
之
を
爲

3

し
め
つ
、
あ

-
0
^
0.勿
論
上
記
藤
約
の
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は
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人
の
說
く
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に
し
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、實
際
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な
る
關
係
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在
る
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多
少
の
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點
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と
雖
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英
國
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し
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ト
討
伐
の
目
的
を
以
て
同
港
に
上
陸
せ
ん
と
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み
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、英
國
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隊
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し
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を
妨
げ
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と
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岸
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狀
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の
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叉
燈
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營
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。
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落
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得
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言
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協
約
の
結
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と
し
て
露
西
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部
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於
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鐵
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設
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む
る
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に
於
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鐡
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